
  

【対 象】町内会・自治会から小学校区程度までを範囲とし、原則として地域住民の方 

 

【会 場】地域のコミュニティセンター、公民館、学校教室、体育館など 

 

【内 容】以下カリキュラムを、自由に選択して組み合わせることが可能です。 

     ・災害への備え          ・非常持出し品シミュレーション 

     ・家具安全対策ゲーム（KAG）   ・ひなんじょ たいけん 

     ・災害エスノグラフィ―          ・災害図上訓練（DIG）  

     ・災害派遣にかかる活動紹介 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【カリキュラム一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紹介動画はこちら⇒ 

（Youtube） 

１ 災害への備え（約６０分） 

    災害・防災についての考え方や地震・大雨災害など、災害別の 

    想定被害等から、平時の備えの重要性を理解する。 

２ 非常持出し品シミュレーション（約３０分） 

    避難所へ持っていく非常持出し品について、グループワーク 

    を通じて考え、日ごろの準備につなげる。 

３ 家具安全対策ゲーム（KAG）（約３０分） 

    自宅部屋の平面図を描くゲームを通じて、地震で起こる被害 

    や危険な場所を把握し、家具の安全対策の必要性を理解する。 

４ ひなんじょ たいけん（約９０分） 

    避難所運営のカードゲームを通じて、大地震後の避難所生活 

    の一部を体験し、「避難者の目線で心がける要点」を理解する。 

５ 災害エスノグラフィ―（約１００分） 

    大規模災害における被災者の体験談を通じて、災害を追体験 

    することで被災の具体的なイメージを理解する。 

６ 災害図上訓練（DIG）（約１２０分） 

    地域の防災マップの作製を通じて、防災上の資源や危険箇所 

    等を把握・理解し、個人や地域での防災対策につなげる。 

７ 災害派遣にかかる活動紹介（約３０分～） 

    日赤鳥取県支部の救護員が東日本大震災や令和 6 年能登半島 

    地震など、今までの災害派遣の体験談を紹介する。 
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